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繊維学会誌「報文」活性化と正確な引用文献表記をお願い致します
－－繊維学会誌引用の際は“Sen’i Gakkaishi”と表記してください－－

繊維学会誌では論文誌としての価値を高めて、より一層会員の皆様、投稿者の皆様に貢献したいと考えており
ます。

これまで以上に積極的な御投稿をお願い申し上げますとともに、本誌を含め各種学術雑誌に研究成果を御発表
されます場合には、繊維学会誌の積極的な引用についても併せてお願い申し上げます。

特に引用を頂く際には、誌名の正確な綴りにもご留意いただきますようお願いいたします。現在の繊維学会誌
「報文」は、“Sen’i Gakkaishi”（n と i の間はアポストロフィでハイフンではありません）の表記をお使いいただ
きますようお願いいたします。

投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般

印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中

に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
な word 等で作成してください。その際本文はＡ4 判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。

また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。

投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。
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「繊維と工業」編集委員
編 集 委 員 長 土田 亮（岐阜大学）
編集副委員長 �谷 要（和洋女子大院） 出口 潤子（旭化成せんい㈱）
編 集 委 員 植野 彰文（KBセーレン㈱）大島 直久（東海染工㈱） 金 翼水（信州大学） 小寺 芳伸（三菱レイヨン㈱）

澤田 和也（大阪成蹊短期大学）髙﨑 緑（京都工芸繊維大院） 田村 篤男（帝人㈱） 寺本 喜彦（東洋紡㈱）
西田 幸次（京都大学化学研究所）西村 高明（王子ホールディングス㈱） 増田 正人（東レ㈱） 村上 泰（信州大学）
吉田 耕二（ユニチカトレーディング㈱）

顧 問 浦川 宏（京都工芸繊維大院）

開催年月日 講演会・討論会等開催名（開催地） 掲載頁

27．11．13㈮ 第 39 回先端繊維素材研究委員会講演会＆繊維加工研究委員会関西委員会講演会－プロ
タクティブ繊維（快適で安全な生活を守るために）－（宇治市・京都大学宇治キャンパス） A5

11．20㈮ 一般財団法人 カケンテストセンター見学会（大阪市・（一財）カケンテストセ
ンター大阪事業所） A6

11．20㈮
21㈯

第 39 回人間－生活環境系シンポジウム（東京都・産業技術総合研究所・臨海
副都心センター別館） A6

12． 3㈭
4㈮ 第 27 回エラストマー討論会（北九州市・北九州国際会議場） A6

12． 4㈮ 繊維の応用講座『セルロースナノファイバーが拓く新世界』－基礎から応用
まで－（東京都・日本女子大学 目白キャンパス） A4

12． 5㈯ 第 43 回「感性研究フォーラム」講演会 接客の感性－ホテル（ホスピタリ
ティ）と旅館（おもてなし）－（西宮市・武庫川女子大学） A5

12．11㈮ 第 180 回被服科学研究委員会（公開）（東京都・大妻女子大学 千代田校舎） A5

12．11㈮ 第 53 回高分子と水に関する討論会（東京都・東京工業大学西 9 号館コラボ
レーションルーム） A6

12．12㈯ 第 29 回東海支部若手繊維研究会（名古屋市・金城学院大学） A5

12．18㈮ 第 50 回 CPD（繊維技術）講演会（大阪市・大阪産業創造館） A6

28． 1．18㈪ フロンティアソフトマター開発専用ビームライン産学連合体第 5 回研究発表
会（名古屋市・名古屋工業大学） A7

1．26㈫ プラスチック成形加工学会「第 151 回講演会」－バイオマスフィラーを用い
た環境調和型材料の最新動向－（神戸市・兵庫県民会館） A7

1．29㈮ 「元素ブロック高分子材料の創出」第 6 回公開シンポジウム 文部科学省
科学研究費 新学術領域研究（東京都・東京ビッグサイト） A7

繊維学会誌広告掲載募集要領・広告掲載申込書 平成22年 6 月号
繊維学会定款（平成24年 4 月 1 日改訂） 平成24年 3 月号
Individual Membership Application Form 平成24年12月号
繊維学会誌報文投稿規定（平成24年 1 月 1 日改訂） 平成26年 1 月号
訂正・変更届用紙 平成26年 3 月号
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平成27年度繊維学会主要行事予定

平成28年度繊維学会主要行事予定

複写される方へ

日頃より繊維学会ならびに繊維学会誌へのご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ご案内の通り 2016 年（平成 28 年）1 月号から内容の一層の充実と迅速な公開を目指して下記の通り学会誌が刷新さ

れます。
□繊維学会誌「繊維と工業」（Sen’i To Kogyo）

→繊維学会誌（Sen’i Gakkaishi）［冊子体＋オンラインジャーナル］
□繊維学会誌「報文」（Sen’i Gakkaishi）

→Journal of Fiber Science and Technology（JFST）［オンラインジャーナル］
「繊維と工業」は「繊維学会誌」と誌名を変更し「報文」と明確に分離され、一層内容の充実を図りながらこれま

で同様冊子体として月刊で発行され、J-Stage にも収録されます。
一方「報文」は JFST として独立し、これまでの冊子体からオンラインジャーナル誌になり、J-Stage 上に月刊で

発行されます。これにより JFST ではフルカラーが標準となり、追加料金無しでカラー原稿を御投稿いただけるよう
になり、また迅速な査読と公開を推進するために、web 投稿査読システムを導入し皆様の御期待に応えて参ります。

この改革にともない、以下の通りご案内させて頂きます。
①「報文」に既に御投稿いただいております原稿、ならびに今後御投稿いただいた原稿のうち掲載が 2016 年 1 月号以

降になる分は JFST への掲載になります。
② JFST もこれまで同様、和文、英文のいずれでも御投稿いただけます。
③ JFST の全ての論文の Abstract が冊子体の繊維学会誌に掲載され、主として冊子体をご覧になる会員各位にもタ

イムリーに情報をご提供して参ります。全文はいつでも J-Stage でご覧頂けます。
④ web 投稿査読システムへの切換え準備を予定通り進めており、年内に試験運用を開始できる見込みです。準備が

整い次第ホームページ等で御案内をさせて頂きます。2016 年 1 月より原則全ての投稿を web 上で行って頂く事に
なりますが、インターネット環境等の問題で他の方法をご希望される場合は事前に事務局または編集委員長までご
相談ください。
以上を御理解賜り、刷新される学会誌への益々の御支援をよろしくお願い申し上げます。引き続き「報文」・「JFST」

への会員各位からの積極的な御投稿をお待ち申し上げております。

繊維学会誌の刷新について

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成 27 年度 繊維の応用講座 平成27年12月 4 日㈮ 日本女子大学・目白キャンパス
（新泉山館大会議室）

2016 学術ミキサー 平成28年 1 月22日㈮ 東大セイホクギャラリー

平成 27 年度 繊維技術講座 平成28年 2 月19日㈮ 東工大蔵前会館（ロイアルブルーホール）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成 28 年度 総会・年次大会 平成28年 6 月 8 日㈬～6 月10日㈮ タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀）

第 46 回夏季セミナー 平成28年 7 月19日㈫～21日㈭ 福井市

平成 28 年度 秋季研究発表会 平成28年 9 月20日㈫、21日㈬ 山形大学工学部（米沢市）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人日
本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されている
企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使の委
託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618、FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直接
本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡して
ください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone：1－978－750－8400 FAX：1－978－646－8600
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平成27年度繊維学会各賞授賞候補者募集

当学会では、功績賞、学会賞、技術賞、論文賞、奨励賞、紙・パルプ論文賞を設け、一般会員より広く推薦（応募）を求
めています。平成 27 年度も例年通り、各賞の表彰を行いたく受賞候補者の推薦または応募を頂きますようお願い申し上
げます。なお、論文賞は、一般公募をせず、論文賞選考委員によりその年の繊維学会誌に投稿されました報文から選考さ
れます。

推薦（応募）書類は、下記の所属支部長または学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
・推薦（応募）書類はホームページ http : //www.fiber.or.jp/の学会賞に掲示してありますので、ダウンロードしてご利

用ください。
・会員（維持会員、賛助会員を含む）は受賞候補者の資格を有し、自薦・他薦を問わない。
・推薦（応募）書類の提出期限は平成 27 年 12 月 25 日㈮迄です。
・歴代受賞者はホームページ http : //www.fiber.or.jp/に掲載しています。
1．繊維学会功績賞

① 対象：原則として、受賞年（平成 28 年）の 4 月 1 日において満 60 歳以上の本会会員で、多年にわたり繊維学会の発
展に顕著な業績をあげた者、または繊維科学あるいは繊維工業の発展に優れた業績をあげた者。

② 表彰の件数：原則、5 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
2．繊維学会賞

① 対象：原則として、受賞年（平成 28 年）の 4 月 1 日において満 51 歳未満の本会会員で、繊維科学について独創的で
優秀な研究を行い、さらに研究の発展が期待される研究者。

② 表彰の件数：原則、2 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
3．技術賞

① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維に関する技術について、優秀な研究、発明または開発を行い、繊
維工業の発展に貢献した個人またはグループ。

② 表彰の件数：原則として、技術部門 3 件以内、市場部門 1 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
4．論文賞

① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維科学および繊維技術に関し、その年の本会会誌（平成 27 年 1 月号
～12 月号）に報文（論文）を発表した研究者。

② 表彰の件数：3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
5．奨励賞

① 対象：原則として、受賞年（平成 28 年）の 4 月 1 日において満 36 歳未満の本会会員で、繊維科学もしくは繊維技術
について優秀な研究を行い、今後も継続して期待ができる新進気鋭の研究者。

② 表彰の件数：原則として、3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞授与。
6．紙・パルプ論文賞（事前に事務局へお問い合わせください）

① 対象：原則として、受賞年（平成 28 年）の 4 月 1 日において満 40 歳未満の本会会員で、過去 5 年間に本会会誌に論
文 2 編以上を発表した新進気鋭の研究者。

② 推薦（応募）書類は、学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
③ 表彰の件数：原則として、1 件以内。
④ 表彰状、賞牌および副賞授与。
問合せ先

本部 一般社団法人 繊維学会事務局
〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp

支 部 名 支部長名 所 在 地 TEL & E-mail

東北・北海道支部 及川 英俊 〒980－8577 宮城県仙台市青葉区片平 2－1－1
東北大学多元物質科学研究所

022－217－6357
oikawah@tagen.tohoku.ac.jp

関 東 支 部 荻野 賢司 〒184－8588 東京都小金井市中町 2－24－16
東京農工大学大学院工学研究院 応用化学部門

042－388－7404
kogino@cc.tuat.ac.jp

東 海 支 部 猪股 克弘 〒466－8555 愛知県名古屋市昭和区御器所町
名古屋工業大学大学院 しくみ領域 工学研究科

052－735－5274
inomata.katsuhiro@nitech.ac.jp

北 陸 支 部 久田 研次 〒910－8507 福井県福井市文京 3－9－1
福井大学大学院 工学研究科 繊維先端工学専攻

0776－27－8574
k-hisada@u-fukui.ac.jp

関 西 支 部 浦川 宏 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科

075－724－7567
urakawa@kit.jp

西 部 支 部 田中 敬二 〒819－0395 福岡県福岡市西区元岡 744
九州大学大学院工学研究院 応用化学部門

092－802－2878
k-tanaka@cstf.kyushu-u.ac.jp
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繊維の応用講座
『セルロースナノファイバーが拓く新世界』

－－基礎から応用まで－－

セルロースは、木綿やレーヨン、あるいは紙の素材として古くから私達の生活を支えてくれています。大変馴染みのあ
る素材ですが、新材料「セルロースナノファイバー」として近年注目を集めています。セルロースナノファイバーは、植
物が産生したセルロース結晶をその特性を損なうことなくナノレベルで取り出したものであり、2000 年頃から活発に研
究が進められてきました。そして昨今では工業レベルでの生産と試験販売が開始されるに至っています。優れた力学物性
や寸法安定性などの特性を示すことから自動車用複合材料や電子材料あるいは医療材料など幅広い分野への応用が期待さ
れ、多くの企業・研究機関で活発な研究開発活動が行われています。また、昨年には「日本再興戦略」改訂 2014 に本材
料の利用推進が盛り込まれたことを受け、官産学がオールジャパンで本材料の事業化・標準化を加速するためのコンソー
シアムが発足しました。このように注目されているセルロースナノファイバーの基礎から工業応用まで最新の情報が得ら
れる講演会を企画しました。多数の皆様のご参加をお待ちしております。
主 催：一般社団法人 繊維学会
協 賛：ナノセルロースフォーラム、高分子学会、セルロース学会
日 時：平成 27 年 12 月 4 日㈮ 10 : 00～17 : 30
場 所：日本女子大学 目白キャンパス 新泉山館 大会議室（文京区目白台 2－8－1）

〈交通〉JR 山手線目白駅 徒歩 15 分もしくは都営バス 5 分、東京メトロ副都心線雑司が谷駅 徒歩 8 分、
東京メトロ有楽町線護国寺駅 徒歩 10 分

プログラム（講師敬称略）
1. 10 :00～10:40 セルロースナノファイバーに関する国際委標準化戦略 経済産業省 紙業服飾品課 渡邉 政嘉
2. 10 :40～11:10 高分子分散剤を用いた木材由来セルロースナノファイバーの

生成・分散・界面補強と樹脂複合材料への応用 京都大学化学研究所 榊原 圭太・辻井 敬亘
3. 11 :10～12:10 水中対向衝突（ACC）法が生み出すセルロースナノファイバーの新形態

－“セルロース・ナノ・アネモネ”－（仮題） 九州大学大学院農学研究科 近藤 哲男
12:10～13:00 －昼食休憩－

4. 13 :00～14:00 期待されるナノセルロースの応用展開－優れた特性と今後の課題－
東京大学大学院農学生命科学研究科 磯貝 明

5. 14 :00～14:40 TEMPO 酸化 CNF の実用化に向けた開発状況 日本製紙株式会社 河崎 雅行
14:40～15:00 －休憩－

6. 15 :00～15:40 セルロースナノファイバーの製造技術と用途開発（仮題）
王子ホールディングス株式会社 盤指 豪

7. 15 :40～16:40 ナノセルロース強化エラストマーの特性と実用化 信州大学カーボン科学研究所 野口 徹
8. 16 :40～17:10 セルロースナノファイバーのゲル化とその応用 京都大学生存圏研究所 阿部賢太郎
9. 17 :10～17:20 閉 会

10. 17 :40～19:00 交流会
（都合により、講演内容や時間を変更させていただくことがございます。ご理解のほどお願いいたします）
定 員：150 名（定員になり次第締め切らせていただきます）
参加費：（消費税込み）

企業関係会員（含む維持・賛助会員）：15,000 円、企業非会員：18,000 円
大学官公庁関係会員：10,000 円、大学官公庁非会員：14,000 円、学生会員：3,000 円
学生非会員：5,000 円

（協賛学会員で当学会非会員の場合は非会員料金となります）
交流会：（消費税込み） 3,000 円
申し込み：繊維学会ホームページ（http : //www.fiber.or.jp/jpn/index.html）

よりお申込みください。
参加費は現金書留または銀行振込みでお支払いください。振り込み手数料は振込人にてご負担ください。
現金書留・銀行の領収書をもって本会からの領収書に代えさせていただきます。

（みずほ銀行目黒支店 普通口座 1894348 繊維学会講演会）
問い合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260
E-mail : office@fiber.or.jp ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/
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第39回先端繊維素材研究委員会講演会＆
繊維加工研究委員会関西委員会講演会

－－プロタクティブ繊維
（快適で安全な生活を守るために）－－

日 時：平成 27 年 11 月 13 日㈮ 12 : 20～17 : 30
場 所：京都大学宇治キャンパス、共同研究棟（化研）

大セミナー室
プログラム：

12:20～13:10
防護服－国際規格と日本の動向、規格、用途、
運用例について アゼアス㈱ 熊谷慎介

13:10～14:00
キトサンコーティング繊維による Cs 除去

関西大学 田村 裕
14:00～14:40

口腔内細菌検出用ジェノバール
（オーラルケアチップ） 三菱レイヨン㈱ 大槻宙平

14:50～15:30
カブトムシの抗微生物ペプチドをモデルとした
抗菌繊維の開発

和歌山県工業技術センター 中村 充
15:30～16:10

プロテクティブ用途アラミド繊維の作成と機能
帝人㈱ 藤島博行

16:10～16:50
プロテクティブ繊維－社会の安全、生活文化の
向上に貢献する－ 帝国繊維㈱ 香山 学

16:50～17:30
ジオシンセティックスによる防災・減災技術

太陽工業㈱ 石田正利
問合せ先：詳細は 京都大学化学研究所 高分子物質科学

領域内 AFMc 係に問い合わせください。
TEL : 0774－38－3142
E-mail : zaibutu2@scl.kyoto-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第43回「感性研究フォーラム」講演会
接客の感性－－ホテル（ホスピタリティ）

と旅館（おもてなし）－－

主 催：繊維学会研究委員会「感性研究フォーラム」
協 賛：（一社）日本繊維製品消費科学会、日本色材学会、

（一社）色材協会、（一社）日本家政学会
日 時：平成 27 年 12 月 5 日㈯ 13 : 00～16 : 00
場 所：武庫川女子大学甲子園会館（旧甲子園ホテル）2 階

研究室
プログラム：

13:00 受付
13:30 講演「温泉旅館 太っ腹女将のこだわりと呟き」

兵庫県湯村温泉 朝野家女将 朝野まり
14:30 講演「グローバリズムとホスピタリティー」

神戸夙川学院大学教授 野本哲平
15:30 デイスカッション

司会 松蔭女子学院大学教授 徳山孝子
定 員：50 名
参加費：一般 3,000 円、学生 1,000 円、

研究委員会会員・協賛団体関係者 1,000 円
申し込み：参加申込は必要ありません。当日、受付でお支

払いください。
問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

（一社）繊維学会内 感性研究フォーラム事務局
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260
E-mail : office@fiber.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

第180回被服科学研究委員会（公開）

主 催：繊維学会被服科学研究委員会
日 時：平成 27 年 12 月 11 日㈮ 16 : 20～17 : 50
場 所：大妻女子大学 千代田校舎（東京都千代田区三番

町 12）E 棟（新校舎）4 階 454 教室
講 演：「世界の綿花畑を訪ねてエシカルファッションに

目覚める」
大正紡績㈱ 繊維事業本部長、

東京営業所長 近藤健一
交流会：委員会終了後、参加者の交流会（会費：4,000 円、

18 : 10～20 ; 00）を予定。
申込＆連絡先：大妻女子大学（東京都千代田区三番町 12）

平井郁子
TEL&FAX : 03－5275－6022 E-mail : i-hirai@otsuma.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第29回東海支部若手繊維研究会

共 催：繊維学会東海支部、日本繊維機械学会東海支部、
日本繊維製品消費科学会東海支部

日 時：平成 27 年 12 月 12 日㈯ 9 : 55～19 : 00
場 所：金城学院大学 研究発表 N1 棟 611 講義室
プログラム：（研究発表 10 分 質疑応答 5 分）（依頼発表

20 分 質疑応答 5 分）
・リンクルしわのカモフラージュ効果の評価
・繊維先端と皮膚の接触状態シュミレーションの改良
・促進暴露試験による高分子材料の劣化評価
・電界紡糸法によるカーボンナノファイバーの燃料電池

用触媒担体としての利用
・繊維表面固定化法による撥水処理綿布の風合い－市販

撥水処理剤による処理綿布との比較－
・ケラチン繊維の銀粒子沈着挙動と沈着繊維の曲げ剛性
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・画像解析による天然染料で染めた絹布の色彩的特徴
・未利用資源を利用した機能性不織布の開発
・染料文化財の科学分析とその現状について
・針状結晶核剤を用いた高次構造制御および多孔化
・過冷却性物質を含有した高分子表面の相構造制御
・温度応答性ハイドロゲルの膨潤収縮と形状変化挙動
・相分離した高分子表面に対するマイクロバブルの吸着

挙動及び表面処理効果
・スメクタイト系クレイ粒子水分散液のレオロジー挙動
・コロイド混合系の発現する乾燥散逸構造の温度効果
・ポリプロピレンアイオノマーの粘弾性と電気的性質
・NIPAM 系ポリマー/ぽりうれたん樹脂フィルムの構

造と水分特性
・既存厨房服における洗浄作業時のストレス度の検討
・オストメイトの衣生活の実態
・衣服選択と体型の関係
・快適性を追求したサマーウールの開発―織物構造と快

適因子の関係解析－
・におい刺激が発汗に及ぼす影響－グレープフルーツと

イソ吉草酸の場合－
・日本人の肩形状に適合させた「超快適肌着」の商品化

について
参加費：1,000 円（発表者、学生は無料）

情報交換費：3,000 円（学生 1,000 円）
申込＆連絡先：金城学院大学生活環境学部 青山喜久子

TEL : 052－798－7408
E-mail : aoyama@kinjo-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

一般財団法人 カケンテストセンター見学会

主 催：日本繊維技術士センター
日 時：平成 27 年 11 月 20 日㈮ 13 : 30～17 : 00
場 所：（一財）カケンテストセンター大阪事業所

大阪市西区江戸堀 2－5－19 TEL : 06－6441－6751
（集合場所）カケンテストセンター 4F 会議室
（参加料）無料

申込＆問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部事
務所
FAX : 06－6484－6575
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――――

第50回CPD（繊維技術）講演会

主 催：日本繊維技術士センター
日 時：平成 27 年 12 月 18 日㈮ 13 : 30～16 : 30
場 所：大阪産業創造館 5F 研修室 E

（大阪市中央区本町 1－4－5）

プログラム：（参加料） 2,000 円（当日払い）
・「アパレルにビジネス・デザインエンジニアリングを

考える」 JTCC 会員 中野 廣
・「最新の繊維新素材・新商品情報」－JTCC 情報交換

会話題より－ JTCC 会員 松本三男
申込＆問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部事

務所
FAX : 06－6484－6575
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――――

第39回人間－－生活環境系シンポジウム

主 催：人間－生活環境系学会
日 時：平成 27 年 11 月 20 日㈮、21 日㈯
場 所：産業技術総合研究所・臨海副都心センター別館

（江東区青海 2－4－7）
プログラム：口頭発表、ポスター発表、総会、学会賞表彰

式、懇親会
詳細はホームページ http : //www.jhee-jp.com/jp/
を参照ください。

――――――――――――――――――――――――――

第27回エラストマー討論会

主 催：（一社）日本ゴム協会
日 時：平成 27 年 12 月 3 日㈭、4 日㈮
場 所：北九州国際会議場

（北九州市小倉北区浅野 3－9－30）
プログラムなどの詳細は http : //www.srij.or.jp/
newsite/pdf/event_15070701.pdf を参照ください。

問合せ先：（一社）日本ゴム協会 エラストマー討論会
TEL : 03－3401－2957 FAX : 03－3401－4143
E-mail : srij@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

第53回高分子と水に関する討論会

主 催：（公社）高分子学会
日 時：平成 27 年 12 月 11 日㈮
場 所：東京工業大学西 9 号館コラボレーションルーム

（目黒区大岡山 2－12－1）
プログラム：一般研究口頭発表、一般ポスター発表、学生

奨励ポスター発表、表彰
問合せ先：高分子学会 第 53 回高分子と水に関する討論

会係
TEL : 03－5540－3771 FAX : 03－5540－3737
E-mail : y-tanaka@spsj.or.jp
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プラスチック成形加工学会
「第151回講演会」

－－バイオマスフィラーを用いた
環境調和型材料の最新動向－－

主 催：（一社）プラスチック成形加工学会
日 時：平成 28 年 1 月 26 日㈫ 10 : 30～17 : 30
場 所：兵庫県民会館 303 会議室

（神戸市中央区山手通 4－16－3）
問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会 事務局

TEL : 03－5436－3822 FAX : 03－3779－9698

――――――――――――――――――――――――――

「元素ブロック高分子材料の創出」
第6回公開シンポジウム

文部科学省 科学研究費 新学術領域研究

主 催：「元素ブロック高分子材料の創出」総括班
日 時：平成 28 年 1 月 29 日㈮13 : 00～17 : 00
場 所：東京ビッグサイト（東京国際展示場）

会議棟 6 階 606 会議室
プログラム：特別講演（2 件）、研究発表（4 件）、懇親会

詳細はホームページ http : //www.element-block.
org を参照ください。
シンポジウムの参加料は無料、懇親会会費は 5,000 円

申込＆問合せ先：「元素ブロック高分子材料の創出」事務
局 E-mail : office@element-block.org

――――――――――――――――――――――――――

フロンティアソフトマター開発専用
ビームライン産学連合体
第5回研究発表会

日 時：平成 28 年 1 月 18 日㈪ 12 : 45～18 : 20
懇親会 18 : 30～20 : 00

場 所：名古屋工業大学 4 号館ホール
（名古屋市昭和区御器所町）

プログラム：招待講演（2 件）、連合体参加メンバー講演（4
件）、ポスター発表（19 件）

申込＆問合せ先：フロンティアソフトマター開発専用ビー
ムライン産学連合体 事務局（福岡）
TEL : 0791－58－1911
FAX : 0791－58－0988
E-mail : fsbl@spring8.or.jp

一般社団法人日本家政学会を委託者とした
平成28年度「公益信託家政学研究助成

基金」申請公募のご案内

□応募要領
資格 ①家政学及びその境界領域の自然科学分野などの

大学院課程に在籍する者、または大学及びその
他研究機関で研究を遂行している 45 歳未満（平
成 28 年 4 月 1 日現在）の教員及び研究者で成績、
業績ともに優秀であり優れた人格を有する者。

②家政学及びその境界領域の自然科学分野などで
研究活動を行っている外国人で日本の大学の大
学院課程に正規の学生として入学許可を取得し
た者、あるいはこれに準じる留学生で成績、人
格ともに優れた者。

研究助成金額
3 名程度の者に 1 名当たり 50 万円を限度とし
て助成する。

研究助成期間
原則として 1 ケ年とする。但し、運営委員会が
助成期間の延長の必要性を認めた場合には、最
長 6 カ月間まで延長することができる。

研究助成者の選定
公益信託家政学研究助成基金運営委員会におい
て、応募書類審査の結果をもとに選定する。

助成金による成果の報告
研究助成者は、平成 29 年 3 月末までに、所定
の研究成果報告書を提出しなければならない。
助成期間の延長が認められた場合には、その期
間満了の時点で研究成果報告書の改訂版を追加
提出しなければならない。

応募締切 平成 28 年 1 月 15 日㈮
問合せ先 公益信託 家政学研究助成基金事務局

三菱 UFJ 信託銀行リテール受託業務部
公益信託グループ 長澤
TEL : 0120－622372 FAX : 03－6214－6253
E-mail : koueki_post@tr.mufg.jp
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入会のご案内

皆様のお知り合いで当学会に入会を希望される方はいらっしゃいませんか。

ご入会の申し込みについて
1. ホームページから「入会のご案内（申込み用紙）」をダウンロードしてご記入の上、当学会事務局へ

お送りください。
送り先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人 繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260
ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/ E-mail : office@fiber.or.jp

2. 会員の種類
個人正会員 繊維に関連ある学理とその応用に関して相当の学識または経験を有するもので本会の

趣旨に賛同される方
学 生 会 員 大学（大学院、短期大学含む）、高等専門学校などの学生で、繊維および関連の学科・

技術に興味をもつ学生とする。
維 持 会 員 繊維に関連ある団体、又は個人で、この法人の目的を賛助し、この法人の維持に協力

をするものとする。
賛 助 会 員 繊維に関連ある団体、又は個人で、この法人の目的を賛助するものとする。

3. 会員の特典
ご入会いただきますと次のような特典があります。
・繊維学会誌「FIBER」月刊誌（掲載論文のいくつかは英文）を毎号お届けします。
（学生会員には原則として電子媒体にて送付し、希望者のみに冊子配付をしています）

・繊維学会の本部主催の行事、年次大会/夏季セミナー/秋季研究発表会/繊維基礎講座/繊維の応用
講座/最新の繊維技術レビュー講演会に割引料金にてご参加いただけます。

・維持会員と賛助会員には毎月、海外ニュースレター（海外業界専門誌の記事情報の和文案内）を電
子媒体にて送付します。

・年 1 回（通常は 6 月）総会にご参画いただき、ご要望を学会運営に反映できます。

4. 入会手続き
入会申込書が届き次第、入会月の学会誌、定款、会費納入案内書をご送付申し上げますので会費の
納入をお願いします。

5. 会員の会費は次の通りです。入会金は不要です。会費は非課税扱いとなります。
個人正会員：会費（年額） 9,600 円
学 生 会 員：会費（年額） 3,600 円
維 持 会 員：会費（年額） 210,000 円
賛 助 会 員：会費（年額） 70,000 円
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